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ちに ｢消化｣できないはど高度で彪大な ｢知識｣を与えていたのである｡ にもかかわらず､その私の講義を理解しよ
うと学生たちは懸命に努力してくれた｡ ｢こんなにけなげな学生になんと申し訳ないことをしてしまったのか｣と背
筋が寒くなった｡




では､どうすればよいのか ? できるかぎり ｢教えよう｣としないことだと思った｡｢(教師が)教えずに (学生に)
学ばせる｣方法を編み出さなければならないと考えた｡もし学生に自分自身で主体的に学ばせることができれば､た
とえそうした学習で獲得する知識が講義によって教師の与えることのできる知識に比べて量的にも質的にも不十分な

































1990年12月26日に放送されたディベー ト番組 ｢青春 トーク& トーク 体罰は許されるか ?｣を録画したテープを
用意した｡
次に､学生にどんなテーマについてディベートさせるか論題を考えた｡学生にディベートさせる時に一番難 しいの














ピーした (これを ｢基礎資料｣と名づけ､まずこの ｢基礎資料｣を読むことを学生に課す)｡また､図書館へ行くきっ
かけを作るために､自宅のパソコンから ｢朝日新聞データベース｣にアクセスして過去 1年半の新聞記事の中から
｢体罰｣｢制服｣｢過5日制｣といった論題をキーワードに見出しを検索 し､論題別の ｢見出し一覧表｣を製作 した
(この ｢見出し一覧表｣をもとに図書館に入っている朝日新聞の縮刷版から記事そのものを探し出して､論題に関す




そうして迎えた94年度教育行政第-回講義では､授業方針を説明し､｢青春 トー ク& トー ク 体罰は許されるか ?｣
のビデオを見せたあと､29名 (4時限目 〔家政学科対象〕クラス｡ 5時限目 〔国文学科 ･英米語学科対象〕クラスは
27名)の学生を (6つの論題で肯定 ･否定にわかれるから)12の班にわけた｡6つの論題のうち ｢単位制高校｣につ













⑤新聞や本 ･雑誌などに載っている意見についてどう思うかを､親や友人､できれば小学校 ･中学校 ･高校時代の
恩師にも聞いてみること｡















1994年10月17日第4時限 (家政学科対象)｡学生にとっても私にとっても生まれて初めてのディベー トである｡ 黒
坂に ｢論題｣と ｢ディベート進行表 〔肯定側立論 (3分)･否定側立論 (3分)･作戦タイム (3分<注- これで
は長すぎることに気づいたので次回からは1分>)･否定側からの尋問 (3分)･肯定側からの尋問 (3分)･自由討


















































をおこなったが､｢過5日制｣と ｢給食｣のディベートの後は教室を賛成派 ･反対派の二つに分けて全員で討論 した｡






























｢図書館の2階で学校給食関係の本を三冊借りて自分で読むことにした｣(英米語学科 S･C)｢図書館の 1階で 2










































とに気づき､どちらの立場にも ｢納得のいくもの｣があるので ｢どの論題にしても､どちらが正 しいとは言い切れな
い｣と､ものごとを一方的 ･一面的に見ることから解放され始めている｡｢生徒の立場｣で体罰に反対 していた学生










上､意見 ･言葉を深く伝えなければいけないからです｡あらためて言葉の難 しさを知ることができました｡ (莱
米語学科 A･K)
みんなの前で "自分の意見を主張する'という場がもて､二回生になってから行く教育実習に向けてのよい練
習になり､少 しは "度胸"もっいたんじゃないかと恩いました｡(家政学科 K･N)
ここに引用したレポートの他にも､ほとんどの学生が ｢人前で話すよい練習になった｣と書いている｡


























































はよく承知 していたにもかかわらず､｢偏差値はなくせるか ?｣という論題を設定 したため ｢なくせない｣
側が圧倒的に有利になってしまった｡ また､今回の ｢ディベー ト授業｣が終わってから入手 した参考文献③
(1995年 2月初版)によれば､論題は疑問形表現よりも断定形表現の方が肯定側の立証責任をより明確にして噛
●●



















トそのものを通 じて学生たちが､①主体的に調査 ･研究活動することの楽 しさを味わい､②自分の見方 ･考え方以外
にも多様な見方 ･考え方のあることを知り､③ ｢すべての項目についても自分で調べてみたかった｣と思い始めてい
ることがわかる｡まさに学生たちは今､主体的に学ぼうとする姿勢をとって学問の ｢入り口｣に立っていると言えよ















② 杉浦正和 ･和井田清司編著 『生徒が変わるディベー ト術 !』国土社､1994年
③ 上候晴夫著 『ディベートに強くなる本- これでディベート･ゲームがよくわかる- 』学事出版､1995年
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